
                            

 

 

令和 8 年 7 月 17 日 
 
 
 
 
 

 国立研究開発法人建築研究所では、建築研究資料No.217「東日本大震災・宮城県南三陸

町における高齢者生活支援施設『結の里』の検討経緯」を発刊し、ホームページ上で公開

しましたのでご案内いたします。 

 本資料は、2011 年に発生した東日本大震災で多大な被害を受けた宮城県南三陸町におい

て、災害公営住宅に併設される形で建設された高齢者生活支援施設「結の里」に関して、

最初のアイデアの段階から、町内でのオーソライズ、イメージの構築と具体のプランの設

計、そして運営体制の検討を経て、実現に至るまでの経緯を整理したものです。検討を支

援してきた当所研究員（米野）とコンサルタント（塩路）が、取り組みの内容を時系列で

詳細にまとめています。 

 本資料にまとめられた情報は、災害公営住宅を整備する市町村や、被災した高齢者を支

援する民間団体等が、高齢者の生活を支援する施設を造ろうとする際に、参考となる事例

として活用されることが期待されます。 

 

■ウェブサイト 

https://www.kenken.go.jp/japanese/contents/publications/data/217/index.html 

■資料名 

建築研究資料 No.217 「東日本大震災・宮城県南三陸町における高齢者生活支援施設『結

の里』の検討経緯」 

■著者名 

米野 史健・塩路 安紀子 

 

 なお、「結の里」を運営する南三陸町社会福祉協議会のホームページもご参照ください。 

  https://www.minamisanriku-syakyo.or.jp/pages/30/ 

 

【お問い合わせ先】 

国立研究開発法人 建築研究所 

（内容について） 

所属 住宅・都市研究グループ 

氏名 米野史健 

電話 029-864-6671（直通） 

E-mail meno@kenken.go.jp 
 

（公表資料(著作権)の取扱いについて） 
所  属  企画部情報・技術課 
電  話  029-879-0652 
E-mail  link-cl@kenken.go.jp 

（建研公式 Xについて） 
新着情報や研究等の取り組み
に関する情報を発信しており
ます。ご興味がありましたら、
フォローお願いいたします。
https://x.com/kenken_BRI 

建築研究資料「東日本大震災・宮城県南三陸町における高齢者生活支援施設 

『結の里』の検討経緯」を公表しました。 



建築研究資料No.217

東日本大震災・宮城県南三陸町における高齢者生活支援施設「結の里」の検討経緯 【概要】
2026年7月 国立研究開発法人建築研究所 米野 史健(meno@kenken.go.jp)

■「結の里」とは

• 東日本大震災で大きな被害を受けた宮城県南三陸町で、町
内で最も戸数の多い災害公営住宅「志津川東復興住宅」に隣
接して建設された高齢者生活支援施設

• 介護保険の通所介護を行うデイサービスセンター、介護の相
談・ケアプラン作成を行う居宅介護支援センターのほか、様々
な世帯の相談を一元的・包括的に受けつける総合相談窓口、
地域交流の場となるカフェラウンジなどで構成

• 子どもから高齢者まで、町民の誰もが気軽に集い、地域でのさ
さえあい・助け合いが広がっていくような「みんなの居場所・ささ
えあいの拠点」として、2018年4月1日に開設

• 社会福祉法人南三陸町社会福祉協議会が整備し運営

■検討の経緯

• 「結の里」開設までの流れと関連する主な取り組みは、以下の表のように５つの期に分けて整理される。

資料のダウンロード： https://www.kenken.go.jp/japanese/contents/publications/data/217/index.html

南三陸町社会福祉協議会 結の里ホームページ
(https://www.minamisanriku-syakyo.or.jp/pages/30/)より→

年度 H23 (2011) H24 (2012) H25(2013) H26(2014) H27(2015) H28(2016) H29(2017) H30(2018) 

被災者生活支援 

南三陸町保健福祉課、

社協、本間照雄氏 

 

 

 

    

 

 

 

    

災害公営住宅 

・全体計画 

・志津川東地区 

南三陸町復興事業推進

課、建設課、UR(+日東設

計)、直轄調査チーム 

 

 

 

    

 

 

    

高齢者支援施設「結の里」

（福祉モール） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

「結の里」（福祉モール）に

関する主な取り組み 

 ・復興事業推進課・UR・保健

福祉課の意見交換 

 

・第２回災害公営住宅整備検

討会（H25.10） 

・福祉と住宅の連携に関する

勉強会（H25.12） 

・福祉と住まいの連携モデル

整備検討会 

（第１回：H26.2.5、第 2 回：

H26.2.19、第 3 回：

H26.3.28） 

 

 

 

 

 

・第 4 回福祉と住まいの連携

モデル整備検討会（H26.6） 

・第 5 回福祉と住まいの連携

モデル整備検討会（H26.8） 

・第 6 回福祉と住まいの連携

モデル整備検討会（H27.3） 

・高齢者生活支援施設整備・

運営事業者の公募・決定

（H27.8～9） 

・高齢者生活支援施設の整

備と運営に関する検討会議

（H27.9） 

・「南三陸町高齢者生活支援

施設等整備事業基本協定」

の締結（H27.10） 

・ショートステイを事業から外

す計画見直しが決定

（H28.3） 

・ UR に よ る LSA 勉 強 会

（H28.7）、集会所の活用等

の働きかけの検討 

・社協スタッフの「福祉モール

勉強会」（H28.9） 

・高齢者生活支援施設基本

設計終了（H28.12） 

・社協スタッフの「福祉モール

勉強会」（H28.12） 

・ほっとバンク＆社協福祉モ

ール勉強会（H29.2） 

・社協「地域支え合い活動準

備会」（WS）（H29.3） 

・第 1 回地域ささえあい活動

検討会（H29.5） 

・社協勉強会（WS）（H29.6） 

・第 2 回地域ささえあい活動

検討会（H29.7） 

・高齢者生活支援施設着工

（H29.9） 

・試行活動（H29.10〜11） 

・第 3 回地域ささえあい活動

検討会（H29.12） 

・第 4 回地域ささえあい活動

検討会（H30.3） 

・高齢者生活支援施設竣工

（H30.3） 

・高齢者生活支援施設「結の

里」開設・運営開始（H30.4） 

・結の里運営協議会設立

（H30.8） 

関連する動き 

 

 

 

・被災者生活支援センター開

設（H２３.7） 

・「災害公営住宅整備計画」

の策定（H24.3） 

 ・災害公営住宅入居仮申込

（H25.8） 

・「くらしの懇談会」開始

（H25.10） 

・災害公営住宅入居仮申込

による地区決定（H26.1～2） 

 

・「コミュニティの拠点形成とし

ての集会所等設計マニュア

ル」（H26.4） 

・志津川地区の街区申込

（H26.10） 

・滞在型支援員終了（H27.3） 

 

・社協「ほっとバンク」開始

（H27.5） 

 

 

 

 

 

・志津川東 1～3 街区入居、

第一集会所開設（H28.7～

9） 

・志津川東の東（1・2 街区）自

治会設立（H28.11） 

・志津川東 4～6 街区入居、

第二集会所開設（H29.1） 

・志津川東の西（3〜6 街区）

自治会設立（H29.10） 

 

 

福祉モールのアイデア 第２回整備検討会 

町役場 

オーソライズ 

連携モデル検討会 事業者 

決定、 

基本協定 

の締結 

結の里開設 

地域ささえあい検討会 

(1)被災者支援と復興の

枠組みづくり（背景） 
(2)「福祉モール」始動期 (3)計画・事業手法検討期 (4)設計見直し 

  運営のしくみづくり準備期 

(5)実施設計・工事 

  運営の仕組みづくり活

公募 

  運営のしくみづくり活動期 

被災者生活支援

センター開設 

志津川東地区基本検討 志津川東地区基本計画 実施設計・施工 

くらしの懇談会 

（入居前のコミュニティづくり） 

 

●    

災害公営住宅 

整備計画策定 

復興事業推進課・UR・保健福祉課

意見交換 

災害公営住宅への LSA 配置（見守り支援業務） 

社協「ほっとバンク」開始 

滞在型支援員終了 

志津川東地区入居 

基本設計（見直し） 実施設計・確認申請 公募 

準備 

勉強会 

UR・社協・LSA 勉強会 

福祉モール勉強会 運営協議会 

設立 

運営 

開始 

集会所等設計 

マニュアル 

くらしの懇談会 

（集会所等） 

南三陸町災害公営住宅整備検討会 

施工 

■「結の里」が実現できた要因

I. 外部からの働きかけ： (1)期・(2)期・(3)期において、外部のアドバイザー・専門家からの問題提起や働きかけ、様々な形
の支援があったからこそ、福祉モールの必要性やイメージが共有され、取り組もうとする意思が生まれ得た
II.当事者の主体的参画： (3)期に社会福祉協議会の現場スタッフが、(4)期に地域住民が、検討に直接関わったことにより、
開設後のソフト面での様々な活動につながっている
III.時間をかけた準備： (3)期に施設の提案内容が見直され開設が１年遅れたことで時間の余裕が生まれ、結果としてⅡの
当事者参画が可能となり、(4)期の検討会や試行活動を通じて開設後の積極的な活動につなげることができた
IV.施設の中だけで閉じない活動： (2)期の検討段階から、施設内の地域交流スペースはデッキを挟んで隣接する災害公
営住宅の集会所等と連携して利用することが計画されており、一体的な活用で全体として地域のにぎわいをつくり出せた


